
JP 2010-533957 A5 2012.8.30

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成24年8月30日(2012.8.30)
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【手続補正書】
【提出日】平成24年7月6日(2012.7.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カソードと、
　電解質と、
　アノードと、
　該アノードと接触している触媒層であって、該触媒層は、支持膜に関連付けられた改質
触媒を備える、触媒層と
　を備える、燃料電池であって、
　該支持膜が、アルミナ、セリアおよびジルコニアを含むことを特徴とする、燃料電池。
【請求項２】
　ジルコニアおよびセリアは、前記支持膜内に約０．１～０．９の比率でアルミナととも
に含まれる、請求項１に記載の燃料電池。
【請求項３】
　前記支持膜は、該支持膜の総重量の重量で１０％～５０％の範囲でセリアおよびジルコ
ニアを含む、請求項１または２に記載の燃料電池。
【請求項４】
　前記支持膜は、重量で７０％のアルミナを含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の
燃料電池。
【請求項５】
　前記アルミナは、１２０ｍ２／ｇ～１４０ｍ２／ｇの表面積を有する、請求項１～４の
いずれか一項に記載の燃料電池。
【請求項６】
　前記支持膜は、重量で１０％～２０％のランタナをさらに含む、請求項１～５のいずれ
か一項に記載の燃料電池。
【請求項７】
　前記改質触媒は、ＰｔおよびＰｄのうちの少なくとも１つと、オプションでＲｕとを含
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む、請求項１～６のいずれか一項に記載の燃料電池。
【請求項８】
　前記改質触媒は、前記支持膜内に含浸される部分酸化改質触媒である、請求項１～７の
いずれか一項に記載の燃料電池。
【請求項９】
　前記触媒層は、５μｍ～約５０μｍの厚さを有する、請求項１～８のいずれか一項に記
載の燃料電池。
【請求項１０】
　前記支持膜が分散剤を含む、請求項１～９のいずれか一項に記載の燃料電池。
【請求項１１】
　前記支持膜が可塑剤を含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載の燃料電池。
【請求項１２】
　前記支持膜が結合剤を含む、請求項１～１１のいずれか一項に記載の燃料電池。
【請求項１３】
　内部改質燃料電池を生成する方法であって、該方法は、
　燃料電池のアノードの少なくとも一部分の上に支持スラリーを堆積させることであって
、該支持スラリーは、アルミナの粒子とセリアの粒子とジルコニアの粒子とを溶剤中に含
む、ことと、
　該支持スラリーを乾燥させて、支持膜を形成することと、
　改質触媒を該支持膜に関連付けることと
　を含む、方法。
【請求項１４】
　前記支持スラリー中の粒子の１０％未満が１μｍより大きい直径を有する、請求項１３
に記載の方法。
【請求項１５】
　前記改質触媒は、ＰｔおよびＰｄのうちの少なくとも１つと、オプションでＲｕとを含
む、請求項１３または１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記堆積させることは、スリップコーティング、浸漬コーティング、またはスピンコー
ティングによって実行される、請求項１３～１５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記方法は、約８００℃～約１２００℃の温度で前記燃料電池を焼成して、前記支持膜
を形成することを含む、請求項１３～１６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１８】
　改質触媒を前記支持膜に関連付けることは、溶剤中に改質触媒を含んでいる触媒組成物
を該支持膜上に堆積させることと、約８００℃～約１２００℃の温度で前記燃料電池を焼
成して、該支持膜を該改質触媒に関連付けることとを含む、請求項１３～１７のいずれか
一項に記載の方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　本教示の上述ならびに他の特徴および利点は、以下の図面、説明、および請求項から、
より完全に理解されるであろう。
例えば、本発明は以下の項目も提供する。
（項目１）
　カソードと、
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　電解質と、
　アノードと、
　該アノードと接触する触媒層であって、該触媒層は、支持膜に関連する部分酸化改質触
媒を備える、触媒層と
　を備える、燃料電池。
（項目２）
　上記部分酸化改質触媒は、Ｐｔ、Ｎｉ、Ｗ、Ｒｕ、Ａｕ、Ｐｄ、Ｍｏ、Ｃｕ、Ｓｎ、Ｒ
ｈ、およびＶのうちの少なくとも１つを備える、項目１に記載の燃料電池。
（項目３）
　上記部分酸化改質触媒は、ＰｔおよびＰｄのうちの少なくとも１つを備える、項目１ま
たは２に記載の燃料電池。
（項目４）
　上記部分酸化改質触媒は、Ｒｕを備える、項目１－３のいずれか一項に記載の燃料電池
。
（項目５）
　上記支持膜は、酸化アルミニウム、酸化ジルコニウム、酸化チタン、酸化ランタンスト
ロンチウム、酸化セリウム、酸化モリブデン、および酸化亜鉛から選択される、１つ以上
の金属酸化物を備える、項目１－４のいずれか一項に記載の燃料電池。
（項目６）
　上記アノードは、上記触媒層によって部分的に被覆される、項目１－５のいずれか一項
に記載の燃料電池。
（項目７）
　上記アノードは、上記触媒層によって実質的に被覆される、項目１－５のいずれか一項
に記載の燃料電池。
（項目８）
　上記部分酸化改質触媒は、上記支持膜内に含浸される、項目１－７のいずれか一項に記
載の燃料電池。
（項目９）
　上記触媒層は、約５μｍ乃至約５０μｍの厚さを有する、項目１－８のいずれか一項に
記載の燃料電池。
（項目１０）
　上記支持膜は、分散剤、可塑剤、および結合剤のうちの少なくとも１つを備える、項目
１－９のいずれか一項に記載の燃料電池。
（項目１１）
　カソードと、
　電解質と、
　アノードと、
　該アノードと接触する触媒層であって、該触媒層は、支持膜に関連する改質触媒を備え
、該支持膜は、酸化アルミニウム、酸化ジルコニウム、酸化チタン、酸化ランタンストロ
ンチウム、酸化セリウム、酸化モリブデン、酸化亜鉛、および酸化カルシウムチタンから
選択される、１つ以上の金属酸化物を備える、触媒層と
　を備える、燃料電池。
（項目１２）
　上記支持膜は、分散剤を備える、項目１１に記載の固体酸化物型燃料電池。
（項目１３）
　上記支持膜は、可塑剤を備える、項目１１または１２に記載の固体酸化物型燃料電池。
（項目１４）
　上記支持膜は、結合剤を備える、項目１１－１３のいずれか一項に記載の固体酸化物型
燃料電池。
（項目１５）
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　内部改質燃料電池を生成する方法であって、
　燃料電池のアノードの少なくとも一部の上に支持スラリーを付着させることであって、
該支持スラリーは、支持材料と、溶剤とを備える、ことと、
　該支持スラリーを乾燥させて、支持膜を形成することと、
　部分酸化改質触媒を該支持膜に関連させることと
　を備える、方法。
（項目１６）
　上記支持材料は、酸化アルミニウム、酸化ジルコニウム、酸化チタン、酸化ランタンス
トロンチウム、酸化セリウム、酸化モリブデン、酸化亜鉛、および酸化カルシウムチタン
から選択される、１つ以上の金属酸化物を備える、項目１５に記載の方法。
（項目１７）
　上記部分酸化改質触媒は、Ｐｔ、Ｎｉ、Ｗ、Ｒｕ、Ａｕ、Ｐｄ、Ｍｏ、Ｃｕ、Ｓｎ、Ｒ
ｈ、およびＶのうちの少なくとも１つを備える、項目１５または１６に記載の方法。
（項目１８）
　上記付着させることは、スリップコーティング、浸漬コーティング、またはスピンコー
ティングによって実行される、項目１５－１７のいずれか一項に記載の方法。
（項目１９）
　上記方法は、約８００℃乃至約１２００℃の温度で上記燃料電池を焼成して、上記支持
膜を形成することを備える、項目１５－１８のいずれか一項に記載の方法。
（項目２０）
　部分酸化改質触媒を上記支持膜に関連させることは、溶剤中に部分酸化改質触媒を備え
る触媒組成を該支持膜上に付着させることと、約８００℃乃至約１２００℃の温度で上記
燃料電池を焼成して、該支持膜を該部分酸化改質触媒に関連させることとを備える、項目
１５－１９のいずれか一項に記載の方法。
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